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は　

じ　

め　

に

　

生
命
の
有
限
性
、
こ
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
は
、
中
国
で
も
古

代
か
ら
人
の
心
を
捉
え
て
放
さ
な
か
っ
た
。
人
は
古
代
か
ら
そ
の
解

決
策
を
様
々
に
模
索
し
て
き
た
わ
け
で
、
不
老
不
死
の
仙
薬
は
直
接

的
解
決
策
と
考
え
ら
れ
た
し
、
内
面
的
に
は
老
荘
や
仏
教
な
ど
の
思

想
・
宗
教
が
精
神
的
解
決
策
を
提
示
し
て
き
た
。
文
学
作
品
に
お
い

て
も
こ
の
問
題
が
素
通
り
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
た
と
え
ば
、「
古

詩
十
九
首
」、
曹
操
「
短
歌
行
」、
陶
淵
明
「
形
影
神
」
な
ど
が
や
は

り
そ
れ
ぞ
れ
に
詠
じ
て
き
た
。

　

生
命
の
有
限
性
は
誰
も
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
で
は
士
大
夫
と
し
て
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
。
在
俗
（
官
）
と

脱
俗
（
隠
・
帰
農
）
の
間
を
揺
れ
動
き
な
が
ら
も
、
み
ず
か
ら
の
責

務
を
自
覚
す
る
が
ゆ
え
に
、
い
わ
ば
「
あ
き
ら
め
る
覚
悟
」
を
持
っ

て
在
俗
を
選
び
取
っ
た
の
が
、
中
唐
以
後
の
士
大
夫
で
は
な
か
っ
た

か
。

　

白
居
易
が
開
成
五
（
八
四
〇
）
年
、
六
十
九
歳
、
太
子
少
傅
と
し

て
洛
陽
に
分
司
し
て
い
た
と
き
の
作
で
あ
る
「
自
戯
三
絶
句
」
は
、

そ
の
辺
り
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
小
稿
で
は
、
白
居
易
の

精
神
の
あ
り
方
を
「
身
」
と
「
心
」
を
用
い
た
表
現
か
ら
考
え
て
見

た
い
。

　

以
下
、
白
居
易
詩
の
引
用
は
中
華
書
局
本
『
白
居
易
集
』
に
、
そ

の
他
の
唐
詩
は
『
全
唐
詩
』
に
拠
る
。
ま
た
、
白
居
易
詩
の
制
作
年

は
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
に
拠
っ
た
。

一　
「
自
戯
三
絶
句
」
と
「
形
影
神
」

　

「
自
戲
三
絕
句
」
は
、「
心
問
身
」「
身
報
心
」「
心
重
答
身
」
の

三
首
か
ら
成
る
。
こ
れ
が
「
形
贈
影
」「
影
答
形
」「
神
釋
」
か
ら
成

る
、
陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
三
首
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
は

①

身
と
心

─
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居
易
「
自
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絶
句
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容
易
に
見
て
取
れ
よ
う
。
事
実
、「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
（
陶
潜
の
体

に
効
う
詩
十
六
首
）」
を
は
じ
め
と
し
て
、
白
居
易
が
陶
淵
明
の
影
響

を
受
け
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
自
戲
三
絕
句
」
の
内
容
に
入
る
前
に
、「
形
影
神
」
三

首
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
三
首
で
は
、
序
に
、

貴
賤
賢
愚
、
莫
不
營
營
以
惜
生
、
斯
甚
惑
焉
、
故
極
陳
形
影
之

苦
、
言
神
辨
自
然
以
釋
之
、
好
事
君
子
、
共
取
其
心
焉

（
貴
き
も
賤
し
き
も
賢
き
も
愚
か
な
る
も
、
営
営
と
し
て
以
て
生
を
惜

し
ま
ざ
る
莫
し
。
斯
れ
甚
だ
惑
え
り
。
故
に
極
め
て
形
と
影
と
の
苦
し

み
を
陳
べ
、
神
の
自
然
を
弁
じ
て
以
て
こ
れ
を
釈
け
る
を
言
う
。
好
事

の
君
子
、
共
に
其
の
心
を
取
れ
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
形
」
と
「
影
」
の
苦
し
み
を
「
神
」
が
止
揚
す

る
と
い
う
体
裁
を
取
る
。

　

形
贈
影

天
地
長
不
没
、
山
川
無
改
時
。
草
木
得
常
理
、
霜
露
榮
悴
之
。

謂
人
最
靈
智
、
獨
復
不
如
茲
。
適
見
在
世
中
、
奄
去
靡
歸
期
。

奚
覺
無
一
人
、
親
識
豈
相
思
。
但
餘
平
生
物
、
擧
目
情
悽
洏
。

我
無
騰
化
術
、
必
爾
不
復
疑
。
願
君
取
吾
言
、
得
酒
莫
苟
辭
。

　

形
は
、
人
の
生
命
の
有
限
性
を
嘆
じ
、
現
世
の
楽
し
み
を
重
視
し

て
「
得
酒
莫
苟
辭
」
と
勧
め
る
。
生
命
の
有
限
性
に
対
す
る
悲
哀
を

忘
れ
る
に
は
、
最
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
影
が
答
え

る
。　

影
答
形

存
生
不
可
言
、
衞
生
每
苦
拙
。
誠
願
遊
崑
華
、
邈
然
茲
道
絶
。

與
子
相
遇
來
、
未
嘗
異
悲
悅
。
憩
蔭
若
暫
乖
、
止
日
終
不
别
。

此
同
旣
難
常
、
黯
爾
俱
時
滅
。
身
沒
名
亦
盡
、
念
之
五
情
熱
。

立
善
有
遺
愛
、
胡
爲
不
自
竭
。
酒
云
能
消
憂
、
方
此
詎
不
劣
。

　

影
は
、
生
命
の
有
限
性
を
一
旦
認
め
る
が
（「
身
沒
名
亦
盡
、
念
之

五
情
熱
」）、
酒
で
は
結
局
悲
哀
は
断
て
ぬ
と
し
て
、
善
行
を
積
め
ば

人
々
は
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
く
れ
る
（「
立
善
有
遺
愛
」）、
つ
ま

り
死
後
に
名
を
残
せ
ば
人
は
生
命
の
有
限
性
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

言
う
。

　

神
釋

大
鈞
無
私
力
、
萬
理
自
森
著
。
人
爲
三
才
中
、
豈
不
以
我
故
。

與
君
雖
異
物
、
生
而
相
依
附
。
結
托
旣
喜
同
、
安
得
不
相
語
。

②
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三
皇
大
聖
人
、
今
復
在
何
處
。
彭
祖
愛
永
年
、
欲
留
不
得
住
。

老
少
同
一
死
、
賢
愚
無
復
數
。
日
醉
或
能
忘
、
將
非
促
齡
具
。

立
善
常
所
欣
、
誰
當
爲
汝
譽
。
甚
念
傷
吾
生
、
正
宜
委
運
去
。

縱
浪
大
化
中
、
不
喜
亦
不
懼
。
應
盡
便
須
盡
、
無
復
獨
多
慮
。

　

神
は
、
両
者
の
対
処
法
の
無
益
な
こ
と
を
指
摘
し
て
、
形
に
対
し

て
は
「
日
醉
或
能
忘
、
將
非
促
齡
具
」
と
言
い
、
影
に
は
「
立
善
常

所
欣
、
誰
當
爲
汝
譽
」
と
言
う
。
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、「
縱
浪

大
化
中
、
不
喜
亦
不
懼
、
應
盡
便
須
盡
、
無
復
獨
多
慮
」
が
最
善
の

方
法
な
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
が
可
能
か
。

神
に
こ
の
よ
う
に
言
わ
せ
て
、
陶
淵
明
に
い
さ
さ
か
の
動
揺
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
自
戲
三
絕
句
」
に
も
短
い
序
が
あ
り
、

閑
臥
獨
吟
、
無
人
酬
和
、
聊
假
身
心

0

0

相
戲
、
往
復
偶
成
三
章

（
閑
臥
し
て
独
吟
す
れ
ば
、
人
の
酬
和
す
る
無
し
。
聊
か
身
心
を
仮
り

て
相
戯
れ
、
往
復
し
て
偶た

ま

た
ま
三
章
を
成
す
）

と
い
う
。
詩
題
に
「
自
戲
」
と
言
い
、
序
に
「
相
戲
」
と
言
う
が
、

そ
の
詠
う
内
容
を
文
字
通
り
に
「
一
時
の
戯
れ
」
と
は
見
做
せ
な
い
。

白
居
易
は
軽
み
を
帯
び
た
口
調
で
は
あ
る
が
、
閑
職
と
は
い
え
官
僚

で
あ
る
我
が
身
を
省
み
て
、
そ
の
思
い
を
詩
に
托
し
た
と
見
え
る
。

ま
ず
は
「
心0

問
身0

」、
心
が
身
に
問
う
。

心0

問
身0

云
何
泰
然　

心　

身
に
問
う
て
云
え
ら
く　

何
ぞ
泰
然

た
る

嚴
冬
暖
被
日
高
眠　

厳
冬
に
暖
被
し
て　

日
高
く
し
て
眠
る

放
君
快
活
知
恩
否　

君
を
放
ち
て
快
活
な
ら
し
む
る
に　

恩
を

知
る
や
否
や

不
早
朝
來
十
一
年　

早
朝
せ
ざ
る
よ
り
来

こ
の
か
た　

十
一
年

　

白
居
易
は
大
和
三
（
八
二
九
）
年
、
五
十
八
歳
の
時
、
刑
部
侍
郎

を
退
き
、
太
子
賓
客
を
も
っ
て
洛
陽
に
分
司
し
た
。
以
後
、
二
年
余

り
の
河
南
尹
在
任
を
は
さ
ん
で
、
太
子
賓
客
・
太
子
少
傅
分
司
と
し

て
洛
陽
に
あ
っ
た
。
末
句
は
そ
の
こ
と
を
言
う
。
心
は
身
に
向
か
っ

て
、「
君
が
楽
を
し
て
き
た
の
は
私
が
洛
陽
に
退
く
こ
と
を
決
心
し

た
お
蔭
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
身0

報
心0

」、
身

が
答
え
る
。

心0

是
身0

王
身0

是
宮　

心
は
是
れ
身
の
王　

身
は
是
れ
宮い
え

君
今
居
在
我
宮
中　

君
は
今　

居
り
て
我
が
宮
の
中
に
在
り

是
君
家
舍
君
須
愛　

是
れ
君
の
家い

舎え

な
れ
ば　

君
は
須
ら
く
愛
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す
べ
し

何
事
論
恩
自
說
功　

何
事
ぞ　

恩
を
論
じ
て　

自
ら
功
を
説
く

　

君
が
安
穏
に
し
て
い
る
の
は
、
私
が
君
を
置
い
て
や
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
。
恩
着
せ
が
ま
し
い
こ
と
を
言
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
す

る
と
、「
心0

重
答
身0

」、
心
が
ま
た
言
う
。

因
我
疏
慵
休
罷
早　

我
の
疏
慵
に
し
て
休や罷
む
る
こ
と
早
き
に

因
っ
て

遣
君
安
樂
歲
時
多　

君
を
し
て
安
楽
な
ら
し
め
て　

歳
時
多
し

世
間
老
苦
人
何
限　

世
間　

老
苦
の
人　

何
ぞ
限
ら
ん

不
放
君
閑
奈
我
何　

君
を
放
ち
て
閑
な
ら
し
め
ず
ん
ば　

我
を

奈
何
せ
ん

　

私
が
怠
け
者
だ
か
ら
、
君
は
こ
れ
ま
で
長
年
楽
を
し
て
き
た
の
で

あ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
私
の
お
蔭
だ
。
も
し
君
を
楽
に
し
て
や
ら
な
か

っ
た
ら
、
私
は
ど
う
な
っ
た
こ
と
や
ら
。

　

「
身
」
と
「
心
」
が
互
い
に
自
説
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
、
掛
け

合
い
の
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
た
の
が
「
自
戲
」
の
趣
向
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
内
容
ま
で
も
が
〝
戯
れ
〟
と
は
言
い
難
い
。
お
の
れ
の
来
し
方

に
思
い
を
致
し
た
上
で
の
白
居
易
の
感
慨
が
、
こ
こ
に
は
込
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、「
形
影
神
」
三
首
が
生
命
の
有
限
性
を
正
面
か

ら
取
り
あ
げ
て
、
作
者
の
切
迫
し
た
感
情
を
伝
え
て
い
る
の
に
対
し

て
、「
自
戯
三
絶
句
」
は
少
な
く
と
も
表
面
上
は
そ
の
よ
う
な
切
迫

感
は
な
い
。
そ
の
上
、「
形
・
影
・
神
」
で
な
く
て
「
身
・
心
」
で

あ
る
。「
身
」
は
陶
淵
明
の
「
形
」
に
、「
心
」
は
「
神
」
に
対
応
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
影
」
は
出
て
こ
な
い
。

二　

唐
詩
に
お
け
る
「
形
影
神
」
と
「
身
心
」

　

で
は
、
唐
詩
で
「
形
影
神
」
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
た
か
と
い

う
と
、
こ
の
三
つ
揃
い
は
殆
ど
見
え
な
い
。「
形
影
」
の
語
あ
る
い

は
「
形
」
と
「
影
」
を
対
に
し
た
例
は
大
変
多
い
が
、
そ
の
殆
ど
が

灯
火
と
そ
の
影
や
人
と
鏡
に
映
じ
た
影
を
い
い
、
あ
る
い
は
不
即
不

離
の
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
形
影
」
で
あ
り
、
人
や
そ
の
面
影

を
指
す
「
形
影
」
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
一
方
、「
形
神
」
は
と
い
う
と
非
常
に
少
な
い
が
、
三
十

例
近
く
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
陶

淵
明
の
「
形
影
神
」
を
直
接
的
に
承
け
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
白
居
易
の
「
自
戲
三
絶
句
」
の
よ
う
に
、

③

④

⑤

⑥
⑦
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「
身
」
と
「
心
」
を
対
に
す
る
こ
と
が
唐
人
で
は
断
然
多
い
。
と
は

い
っ
て
も
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
大
部
分
は
仏
寺
や
隠
者
あ
る
い

は
老
い
に
関
わ
る
作
品
に
お
け
る
「
身
」
と
「
心
」
で
あ
る
。

㈠　

了
然
瑩
心
身

0

0　

了
然
と
し
て
心
身
瑩か
が
や

き

潔
念
樂
空
寂　

潔
念　

空
寂
を
楽
し
む

名
香
泛
窗
戶　

名
香　

窓
戸
に
泛
か
び

幽
磬
淸
曉
夕　

幽
磬　

暁
夕
に
清
し

 

（
岑
參
「
青
龍
招
提
歸
一
上
人
遠
遊
吳
楚
別
詩
」）

㈡　

心0

愛
名
山
遊　

心
は
名
山
の
遊
び
を
愛
し

身0

隨
名
山
遠　

身
は
名
山
の
遠
き
に
随
う

羅
浮
麻
姑
臺　

羅
浮　

麻
姑
台

此
去
或
未
返　

此
よ
り
去
っ
て
或
い
は
未
だ
返
ら
ざ
ら
ん

 

（
李
白
「
金
陵
江
上
遇
蓬
池
隱
者
」）

㈢　

壯
心0

與
身0

退　

壮
心　

身
と
退
き

老
病
隨
年
侵　

老
病　

年
に
随
い
て
侵
す

君
子
從
相
訪　

君
子　

従
い
相
訪
え
ど
も

重
玄
其
可
尋　

重
玄　

其
れ
尋
ぬ
可
け
ん
や

 

（
王
維
「
送
韋
大
夫
東
京
留
守
」）

　

と
こ
ろ
が
、
中
唐
の
頃
か
ら
、
官
僚
た
る
、
あ
る
い
は
官
僚
た
る

べ
き
者
の
「
身
」
と
「
心
」
を
対
比
的
に
詠
う
例
が
散
見
す
る
よ
う

に
な
る
。
ま
ず
は
、
李
端
（
大
暦
五
年
進
士
）
の
「
題
從
叔
沆
林

園
」
を
挙
げ
よ
う
。

㈣　

阮
宅
閒
園
暮　

阮
宅　

閑
園
の
暮
れ

窗
中
見
樹
陰　

窓
中　

樹
陰
を
見
る

樵
歌
依
遠
草　

樵
歌　

遠
草
に
依
り

僧
語
過
長
林　

僧
語　

長
林
を
過
ぐ

鳥
哢
花
間
曲　

鳥
は
哢さ

え
ず

る　

花
間
の
曲

人
彈
竹
裏
琴　

人
は
弾
く　

竹
裏
の
琴き

ん

自
嫌
身0

未
老　

自
ら
嫌
う　

身
未
だ
老
い
ざ
る
に

已
有
住
山
心0　

已
に
山
に
住
ま
う
の
心
有
る
を

　

こ
れ
は
叔
父
李
沆
の
園
林
を
訪
ね
た
と
き
の
作
で
、
ま
だ
老
け
込

む
年
で
は
な
い
の
に
（
当
然
官
に
あ
る
こ
と
が
前
提
だ
ろ
う
）、
す
で
に

隠
居
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
と
、
叔
父
の
園
林
の
す
ば
ら

し
さ
を
詠
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鮑
溶
（
元
和
四
年
進
士
）
の
例
を

挙
げ
よ
う
。
こ
れ
は
官
途
に
就
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
下
第
し
て

帰
郷
す
る
に
際
し
て
の
感
慨
を
詠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑧

⑨
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㈤　

如
何
不
量
力　

如
何
ぞ　

力
を
量
ら
ず

自
取
中
路
貧　

自
ら
中
路
の
貧
を
取
れ
る

前
者
不
厭
耕　

前む
か
し者

は
耕
を
厭
わ
ず

一
日
不
離
親　

一
日
も
親
を
離
れ
ず

今
來
千
里
外　

今
来
り
て
千
里
の
外

我
心0

不
在
身0　

我
が
心　

身
に
在
ら
ず

 

（「
將
歸
舊
山
留
別
孟
郊
」）

　

最
後
に
、
元
稹
の
例
を
挙
げ
る
。
元
和
五
（
八
一
〇
）
年
、
三
十

二
歳
、
監
察
御
史
か
ら
江
陵
士
曹
参
軍
に
貶
と
さ
れ
、
当
地
の
同
僚

に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
詩
は
、
官
途
に
就
い
た
当
時
か
ら
江
陵
に
貶

と
さ
れ
た
現
在
ま
で
を
述
べ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
官
に
あ
る
身
と

心
の
対
比
は
よ
り
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

㈥　

昔
冠
諸
生
首　

昔　

諸
生
の
首
に
冠
た
り
て

初
因
三
道
徵　

初
め
て
三
道
に
因
り
て
徵
せ
ら
る

公
卿
碧
墀
會　

公
卿　

碧
墀
に
會
し

名
姓
白
麻
稱　

名
姓　

白
麻
に
稱
せ
ら
る

　

…
…

心0

雖
出
雲
鶴　

心
は
雲
を
出
づ
る
鶴
な
り
と
雖
も

身0

尙
觸
籠
鷹　

身
は
尚
お
籠
に
觸あ

た
る
鷹
な
り

竦
足
良
甘
分　

足
を
竦す

く

ま
せ
て
良
に
分
に
甘
ん
じ

排
衙
苦
未
曾　

衙
に
排な

ら

び
て
未
だ
曾
て
せ
ざ
る
に
苦
し
む

 

（「
紀
懷
贈
李
六
戶
曹
崔
二
十
功
曹
五
十
韻
」）

　

実
は
、
こ
う
し
た
「
身
」
と
「
心
」
を
多
用
す
る
の
は
白
居
易
で

あ
り
、
そ
の
数
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
内
の
い
く
つ
か

を
挙
げ
て
見
よ
う
。
ま
ず
は
、
元
和
四
（
八
〇
九
）
年
、
三
十
八
歳
、

左
拾
遺
と
し
て
長
安
に
あ
っ
て
の
作
「
寄
元
九
」
か
ら
引
く
。

㈦　

身0

爲
近
密
拘　

身
は
近
密
に
拘と
ら

え
ら
れ

心0

爲
名
檢
縛　

心
は
名
檢
に
縛
ら
る

月
夜
與
花
時　

月
の
夜
と
花
の
時
と

少
逢
盃
酒
樂　

盃
酒
の
樂
し
み
に
逢
う
こ
と
少
な
し

唯
有
元
夫
子　

唯
だ
元
夫
子
の
み
有
り
て

閑
來
同
一
酌　

閑
に
来
り
て
同と

も

に
一
酌
す

　

こ
の
時
、
元
稹
は
監
察
御
史
と
し
て
洛
陽
に
分
司
し
て
い
て
長
安

に
い
な
い
。
冒
頭
で
「
身
爲
近
密
拘
、
心
爲
名
檢
縛
」
と
宮
仕
え
の

束
縛
を
嘆
じ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
詩
の
主
調
は
親
友
元
稹
の
不
在

を
嘆
く
こ
と
に
あ
る
（
お
そ
ら
く
そ
れ
ゆ
え
に
白
居
易
は
こ
の
詩
を
「
感

⑩
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身
と
心
（
中
原
）

傷
」
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）。
た
だ
、
官
に
あ
る
「
身
」
と
「
心
」

と
い
う
対
が
早
く
か
ら
見
え
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

㈧　

從
旦
直
至
昏　

旦
従
り
直
に
昏
れ
に
至
り

身
心

0

0

一
無
事　

身
心　

一
え
に
事
無
し

心0

足
卽
爲
富　

心
足
ら
ば
即
ち
富
と
為
し

身0

閑
乃
當
貴　

身
閑
な
れ
ば
乃
ち
貴
に
当
た
る

富
貴
在
此
中　

富
貴
は
此こ

中こ

に
在
り

何
必
居
高
位　

何
ぞ
必
ず
し
も
高
位
に
居
ら
ん

 

（「
閑
居
」
元
和
六
年　

四
十
歳　

下
邽　

閑
適
）

㈨　

世
役
不
我
牽　

世
役　

我
を
牽
か
ず

身
心

0

0

常
自
若　

身
心　

常
に
自
若
た
り

晚
出
看
田
畝　

晚
に
出
で
て
田
畝
を
看

閑
行
旁
村
落　

閑
行
し
て
村
落
に
旁そ

う

 

（「
觀
稼
」
元
和
七
年　

四
十
一
歳　

下
邽　

閑
適
）

　

い
ず
れ
も
官
を
退
い
て
母
の
喪
に
服
し
て
い
た
下
邽
退
居
時
の
作
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
江
州
左
降
時
の
作
で
あ
る
。

㈩　

身
心

0

0

一
無
繫　

身
心　

一
に
繋
が
る
る
無
く

浩
浩
如
虛
舟　

浩
浩
と
し
て
虚
舟
の
如
し

富
貴
亦
有
苦　

富
貴
も
亦
た
苦
有
り

苦
在
心0

危
憂　

苦
は
心
の
危
憂
す
る
に
在
り

貧
賤
亦
有
樂　

貧
賤
も
亦
た
楽
有
り

樂
在
身0

自
由　

楽
は
身
の
自
由
な
る
に
在
り

 

（「
詠
意
」
元
和
十
一
至
十
二
年　

四
十
五
至
四
十
六
歳　

江
州　

閑
適
）

　

陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
を
意
識
し
た
「
自
戯
三
絶
句
」
が
、

「
身
」
と
「
心
」
の
み
を
詠
っ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
こ
こ
に
挙
げ

た
四
例
で
も
、
陶
淵
明
の
「
影
」
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

白
居
易
に
お
い
て
は
、「
身
」
は
陶
淵
明
の
「
身
」
と
「
影
」
と

が
一
体
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
「
影
」
の
占
め
る
割

合
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
を
言
い
換
え
る
と
、
陶
淵
明
に
お
い

て
は
生
命
の
有
限
性
へ
の
対
処
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、

白
居
易
に
お
い
て
は
、
陶
淵
明
の
「
影
」
の
言
及
し
た
「
生
の
あ
り

方
」
に
強
く
意
識
が
注
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
「
影
」

は
、「
身
沒
名
亦
盡
、
念
之
五
情
熱
（
身
沒
し
て
名
も
亦
た
尽
き
、
こ
れ

を
念
え
ば
五
情
熱
し
）」
と
嘆
じ
た
が
、
白
居
易
は
そ
れ
を
引
き
受
け
、

か
つ
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
白
居
易
に
と
っ
て
は
、

⑪
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士
大
夫
と
し
て
の
生

0

0

0

0

0

0

0

0

を
自
分
な
り
に
全
う
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が

最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

三　

心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
一
）
下
邽
時
代
か
ら
江
州
時
代
へ

　

白
居
易
に
お
け
る
「
身
」
と
は
、
官
僚
で
あ
る
自
己
の
存
在
と
イ

コ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
白
居
易
の
身
と

心
の
表
現
が
、
生
命
の
有
限
性
の
内
面
的
解
決
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、

官
に
あ
る
「
身
」
に
と
っ
て
「
心
」
を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

の
方
に
、
よ
り
傾
い
て
ゆ
く
の
が
必
然
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
、
白
居
易
の
身
と
心
に
関
わ
る
表
現
を
見
て
ゆ
こ
う
。

　

ま
ず
は
、
母
の
喪
に
服
し
て
下
邽
に
退
居
し
て
い
た
元
和
六
年
か

ら
九
年
、
四
十
歳
か
ら
四
十
三
歳
の
間
に
作
ら
れ
た
閑
適
詩
を
挙
げ

る
。

十一十一　
　

遣
懷　

寓
心
身

0

0

體
中　

心
を
身
体
の
中
に
寓
し

寓
性
方
寸
內　

性
を
方
寸
の
内
に
寓
す

此
身0

是
外
物　

此
の
身
は
是
れ
外
物

何
足
苦
憂
愛　

何
ぞ
苦
だ
し
く
憂
愛
す
る
に
足
ら
ん

況
有
假
飾
者　

況
ん
や
仮
飾
す
る
者
有
り
て

華
簪
及
高
蓋　

華
簪
及
び
高
蓋
な
る
を
や

此
又
疏
於
身　

此
れ
も
又
た
身
よ
り
疏と

お

く
し
て

復
在
外
物
外　

復
た
外
物
の
外
に
在
り

操
之
多
惴
慄　

こ
れ
を
操と

れ
ば
多
く
惴ず
い

慄り
つ

し

失
之
又
悲
悔　

こ
れ
を
失
え
ば
又
た
悲
悔
す

乃
知
名
與
器　

乃
ち
知
る　

名
と
器
と

得
喪
俱
爲
害　

得
と
喪
と
は　

倶
に
害
を
為
す
を

頹
然
環
堵
客　

頽
然
た
り　

環
堵
の
客

蘿
蕙
爲
巾
帶　

蘿
蕙
を
巾
帯
と
為
す

自
得
此
道
來　

此
の
道
を
得
て
自よ

り
来
こ
の
か
た

身0

窮
心0

甚
泰　

身
は
窮
す
る
も
心
は
甚
だ
泰
ら
か
な
り

　

こ
れ
は
、
貧
し
い
服
喪
生
活
で
は
あ
る
も
の
の
、
官
か
ら
解
放
さ

れ
た
境
地
を
確
か
に
詠
じ
て
い
る
。
し
か
し
、「
此
身
是
外
物
」
と

言
い
、
さ
ら
に
は
「
華
簪
」
も
「
高
蓋
」
も
「
復
在
外
物
外
」
と
言

い
、
最
後
に
は
「
自
得
此
道
來
、
身
窮
心
甚
泰
」
と
言
い
切
る
の
を
、

果
た
し
て
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
っ
て
よ
い
も
の
か
。
西
村
富
美
子
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身
と
心
（
中
原
）

氏
は
か
つ
て
白
居
易
の
下
邽
退
居
時
の
閑
適
詩
を
論
じ
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
詩
の
表
面
上
の
表
現
は
閑
適
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
の

詩
人
の
心
情
は
必
ず
し
も
閑
適
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
。
当
時
詩
人
に
与
え
ら
れ
た
無
限
の
自
由
は
、

人
間
の
潜
在
的
欲
求
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
常
が

体
制
下
の
拘
束
に
あ
る
時
の
こ
と
で
あ
り
、
現
実
に
自
己
の
生

活
に
実
現
し
た
場
合
、
精
神
的
緊
張
感
か
ら
の
解
放
は
あ
る
に

し
て
も
、
官
僚
社
会
に
生
き
る
こ
と
を
人
生
の
目
的
と
す
る
人

間
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
未
来
を
期

待
し
た
世
界
と
の
断
絶
感
、
明
日
と
い
う
日
を
考
え
な
く
と
も

よ
い
一
日
、
そ
れ
が
半
永
久
的
に
続
く
こ
と
へ
の
嫌
厭
感
、
と

複
雑
に
交
叉
す
る
感
情
が
、
こ
の
時
期
の
詩
の
背
景
と
し
て
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。　

　

白
居
易
は
、
こ
の
下
邽
退
居
の
時
期
、
し
ば
し
ば
閑
適
を
詠
っ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
注
⑩
に
列
挙
し
た
よ
う
に
、「
身
」
と
「
心
」
の

語
も
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
冬
夜
」（
元
和
九
年
、

四
十
三
歳
、
閑
適
）
は
村
居
の
寂
寞
を
詠
じ
、
そ
の
主
因
を
一
、
二

句
目
の
「
家
貧
親
愛
散
、
身
病
交
遊
罷
（
家
貧
し
く
し
て
親
愛
散
じ
、

身
病
ん
で
交
遊
罷
む
）」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
官
を
離
れ
た
こ
と
と

の
関
連
は
読
み
取
り
に
く
い
。
し
か
し
、「
首
夏
病
間
」（
元
和
六
年
、

四
十
歳
、
閑
適
）
は
、
病
か
ら
ひ
と
ま
ず
開
放
さ
れ
た
気
分
と
初
夏

の
清
々
し
い
気
候
を
背
景
に
、「
忽
喜
身
與
心
、
泰
然
兩
無
苦
（
忽

ち
喜
ぶ　

身
と
心
と
、
泰
然
と
し
て
両
つ
な
が
ら
苦
無
き
を
）」
と
詠
っ
て

い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
「
內
無
憂
患
迫
、
外
無
職
役
羈

0

0

0

（
内
に
憂

患
の
迫
る
無
く
、
外
に
職
役
の
羈き
づ
な

無
し
）」
と
官
が
ち
ら
り
と
顔
を
出

す
。
さ
ら
に
挙
げ
れ
ば
、
い
か
に
も
閑
適
に
相
応
し
い
詩
題
の
「
閑

居
」（
元
和
六
年
、
四
十
歳
、
閑
適
）
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
す
で
に
㈧

と
し
て
一
部
を
引
い
た
が
、
そ
の
後
に
は
、

君
看
裴
相
國　

君
看
よ　

裴
相
国

金
紫
光
照
地　

金
紫　

光
は
地
を
照
ら
す
も

心
苦
頭
盡
白　

心
苦
し
く
し
て
頭
は
尽
く
白
く

纔
年
四
十
四　

纔
か
に
年
四
十
四
な
り
き

乃
知
高
蓋
車　

乃
ち
知
る　

高
蓋
の
車

乘
者
多
憂
畏　

乗
る
者
に
憂
畏
多
き
を

と
あ
る
。
こ
の
詩
に
至
っ
て
は
官
へ
の
拘
り
は
よ
り
明
白
だ
ろ
う
。

⑫

⑬

⑭

⑮
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白
居
易
は
下
邽
退
居
の
時
期
に
し
ば
し
ば
閑
適
を
詠
じ
た
が
、
実
は

西
村
氏
の
言
う
よ
う
に
、
身
も
心
も
安
定
し
た
境
地
に
到
達
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

母
の
喪
が
明
け
て
、
白
居
易
は
元
和
九
年
の
冬
に
太
子
左
賛
善
大

夫
と
し
て
官
界
に
復
帰
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
早
く
も
翌
年
、
宰
相
武

元
衡
暗
殺
事
件
に
関
す
る
上
書
を
越
権
行
為
と
咎
め
ら
れ
て
、
江
州

司
馬
へ
と
貶
と
さ
れ
る
。
こ
の
短
い
間
の
境
遇
の
激
変
は
、
白
居
易

の
身
と
心
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

白
居
易
は
元
和
十
年
の
冬
、
左
降
の
地
江
州
に
着
い
た
。
そ
の
翌

年
、
彼
は
「
約
心
」
と
題
す
る
閑
適
詩
を
詠
じ
る
。
時
に
四
十
五
歳
。

十一十二　
　

約
心0

黑
鬢
絲
雪
侵　

黒
鬢　

糸
雪
に
侵
さ
れ

靑
袍
塵
土
涴　

青
袍　

塵
土
に
涴
る

兀
兀
復
騰
騰　

兀
兀
復
た
騰
騰

江
城
一
上
佐　

江
城
の
一
上
佐

朝
就
高
齋
上　

朝
に
は
高
斎
の
上
に
就
き

薰
然
負
暄
卧　

薫
然
と
し
て
暄
を
負
う
て
臥
す

晚
下
小
池
前　

晩
に
は
小
池
の
前
に
下
り

澹
然
臨
水
坐　

澹
然
と
し
て
水
に
臨
ん
で
坐
す

已
約
終
身
心0　

已
に
終
身
の
心
を
約
せ
ば

長
如
今
日
過　

長
く
今
日
の
如
く
過
ご
さ
ん

　

詩
題
の
「
約
心
」
は
、「
心
と0

約
束
す
る
」
の
で
は
な
く
、「
心
を0

約
す
る
」、
つ
ま
り
「
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

冒
頭
の
四
句
に
提
示
さ
れ
る
自
画
像
は
、
決
し
て
颯
爽
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
左
降
以
来
、
実
体
の
な
い
司
馬
の
職
に
あ
る
が

ゆ
え
の
日
々
の
営
為
と
想
念
は
、「
朝
就
高
齋
上
」
か
ら
「
澹
然
臨

水
坐
」
ま
で
の
四
句
に
象
徴
さ
れ
る
。
白
居
易
は
下
邽
時
代
以
上
の

閉
塞
感
を
時
と
し
て
覚
え
た
で
あ
ろ
う
。
服
喪
な
ら
当
然
な
が
ら
官

に
復
す
る
希
望
は
あ
る
。
し
か
し
、
今
度
は
左
降
の
身
で
あ
る
。
常

に
復
活
を
楽
観
視
し
て
い
る
こ
と
は
難
し
く
、
悲
観
と
楽
観
の
間
を

彼
の
想
念
は
揺
れ
動
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
境
遇
に
至
っ
て
、

彼
は
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で

あ
る
。

　

次
に
、
先
に
注
③
に
一
部
を
引
い
た
閑
適
詩
「
答
崔
侍
郎
錢
舍
人

書
問
因
繼
以
詩
」
を
見
て
み
よ
う
。
翌
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳
の

作
で
あ
る
。「
崔
侍
郎
」
と
は
崔
羣
、「
錢
舍
人
」
と
は
銭
徽
を
指
す
。

⑯
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（
中
原
）

二
人
の
手
紙
に
対
し
て
、
白
居
易
は
、

旦
暮
兩
蔬
食　

旦
暮　

両
た
び
の
蔬
食

日
中
一
閑
眠　

日
中　

一
た
び
の
閑
眠

便
是
了
一
日　

便
ち
是
れ
一
日
を
了お

え

如
此
已
三
年　

此
く
の
如
く
し
て
已
に
三
年
な
り

心
不
擇
時
適　

心
は
時
の
適
な
る
を
択
ば
ず

足
不
揀
地
安　

足
は
地
の
安
き
を
揀え

ら

ば
ず

窮
通
與
遠
近　

窮
通
と
遠
近
と

一
貫
無
兩
端　

一
貫
し
て
両
端
無
し

と
左
降
三
年
目
の
生
活
か
ら
詠
い
始
め
る
。
そ
の
後
に
「
世
間
の
人

は
そ
う
で
は
な
く
、
諸
事
に
引
か
れ
て
身
心
を
疲
れ
さ
せ
し
ま
う
の

だ
」
と
い
う
趣
旨
の
注
③
所
引
の
部
分
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
を

引
こ
う
。

吾
有
二
道
友　

吾
に
二
道
友
有
り

藹
藹
崔
與
錢　

藹
藹
た
る
崔
と
銭
と

同
飛
靑
雲
路　

同
に
青
雲
の
路
を
飛
び
し
が

獨
墮
黃
泥
泉　

独
り
黄
泥
の
泉
に
堕
つ

　

二
人
の
友
人
と
自
身
の
境
遇
は
雲
泥
の
差
と
な
っ
た
が
、

歲
暮
物
萬
變　

歳
暮　

物
は
万
変
す
れ
ど

故
情
何
不
遷　

故
情　

何
ぞ
遷
ら
ざ
る

應
爲
平
生
心　

応
に
平
生
の
心
の

與
我
同
一
源　

我
と
同
一
の
源
な
る
為
な
ら
ん

帝
鄕
遠
於
日　

帝
郷　

日
よ
り
遠
く

美
人
高
在
天　

美
人　

高
く
天
に
在
り

誰
謂
萬
里
別　

誰
か
謂
わ
ん　

万
里
に
別
る
る
も

常
若
在
目
前　

常
に
目
前
に
在
る
が
若
し

　

変
わ
ら
ぬ
友
情
で
こ
ち
ら
を
思
い
や
っ
て
く
れ
る
。

泥
泉
樂
者
魚　

泥
泉
に
楽
し
む
者
は
魚

雲
路
遊
者
鸞　

雲
路
に
遊
ぶ
者
は
鸞

勿
言
雲
泥
異　

言
う
勿
か
れ
雲
と
泥
と
の
異
な
る
を

同
在
逍
遙
間　

同
じ
く
逍
遥
の
間
に
在
り

　

私
は
泥
泉
に
楽
し
む
魚
、
お
二
人
は
雲
路
を
行
く
鸞
と
い
う
違
い

は
あ
る
け
れ
ど
、
心
の
持
ち
よ
う
で
は
同
じ
こ
と
。

因
君
問
心
地

0

0　

君
の
心
地
を
問
う
に
因
っ
て

書
後
偶
成
篇　

書
の
後
に
偶
た
ま
篇
を
成
せ
り

愼
勿
說
向
人　

慎
ん
で
人
に
説と向
く
勿
か
れ
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人
多
笑
此
言　

人
多
く
此
の
言
を
笑
わ
ん

　

行
き
来
し
た
手
紙
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
知
る
由
も
な
い
が
、
白
居

易
は
お
そ
ら
く
「
吏
隠
」
に
通
ず
る
主
張
を
二
人
に
訴
え
た
で
あ
ろ

う
。

　

同
じ
年
の
春
、
廬
山
の
草
堂
が
成
り
、
白
居
易
は
「
香
爐
峯
下
新

卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
を
詠
じ
、
さ
ら
に
「
重
題
」
三
首
を

詠
じ
た
。
第
三
首
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
も
「
身
」
と

「
心
」
が
見
え
る
。

日
高
睡
足
猶
慵
起　

日
高
く
睡
り
足
り
て　

猶
お
起
く
る
に
慵

く

小
閤
重
衾
不
怕
寒　

小
閤　

重
衾　

寒
さ
を
怕
れ
ず

遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聽　

遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
欹
て
て
聴
き

香
爐
峯
雪
撥
簾
看　

香
爐
峰
の
雪
は
簾
を
撥
ね
て
看
る

匡
廬
便
是
逃
名
地　

匡
廬
は
便
ち
是
れ
名
を
逃
る
る
地

司
馬
仍
爲
送
老
官　

司
馬
は
仍
お
老
い
を
送
る
官
為
り

心0

泰
身0

寧
是
歸
處　

心
泰
ら
か
に
身
寧
ら
か
な
る
こ
そ
是
れ
帰

る
処

故
鄕
可
獨
在
長
安　

故
郷　

独
り
長
安
に
在
る
可
け
ん
や

　

江
州
に
お
け
る
身
と
心
を
詠
う
一
連
の
閑
適
詩
を
見
れ
ば
、
こ
の

詩
は
雑
律
詩
と
は
い
え
ど
も
、
頸
聯
と
尾
聯
は
額
面
通
り
に
確
固
た

る
閑
適
の
境
地
を
詠
う
と
は
受
け
取
れ
な
い
。
そ
し
て
、
江
州
足
掛

け
四
年
目
の
元
和
十
三
年
、
四
十
七
歳
に
な
っ
た
白
居
易
は
、
雜
律

詩
「
遣
懷
」
を
詠
じ
て
、
今
度
は
「
身
と
心
」
と
約
束
す
る
。

十一十三　
　

遣
懷

羲
和
走
馭
趁
年
光　

羲
和　

馭く
る
ま

を
走
ら
せ
て　

年
光
を
趁お

い

不
許
人
間
日
月
長　

人
間
に
日
月
の
長
き
を
許
さ
ず

遂
使
四
時
都
似
電　

遂
に
四
時
を
し
て
都
て
電

い
な
ず
ま

に
似
し
め

爭
敎
兩
鬢
不
成
霜　

争
で
両
鬢
を
し
て
霜
を
成
さ
ざ
ら
し
め
ん

や

榮
銷
枯
去
無
非
命　

栄
え
銷き

え
て
枯
れ
去
る
は　

命
に
非
ざ
る

無
く

壯
盡
衰
來
亦
是
常　

壮
尽
き
て
衰
え
来
る
も　

亦
た
是
れ
常
な

り

已
共
身
心

0

0

要
約
定　

已
に
身
心
と
共
に
約
定
す
る
を
要
せ
り

窮
通
生
死
不
驚
忙　

窮
通　

生
死　

驚
き
忙あ

わ

て
ず
と

　

首
聯
か
ら
頸
聯
ま
で
は
生
命
の
有
限
性
に
つ
い
て
詠
じ
て
お
り
、

⑰
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末
句
に
「
生
死
」
の
語
の
あ
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

「
窮
通
」
が
混
じ
っ
て
い
る
。
江
州
左
降
時
の
白
居
易
の
想
念
に
は

常
に
官
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
す
で
に
身
と
心
に

は
約
束
す
る
よ
う
に
言
っ
て
あ
る
」
と
い
う
第
七
句
は
、
彼
の
心
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
江
州
左
降
は
白
居
易
の
考
え

方
・
生
き
方
、
さ
ら
に
は
そ
の
詩
作
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
あ

っ
た
。　

（
二
）
忠　

州　

以　

後

　

元
和
十
四
年
二
月
、
白
居
易
は
「
別
草
堂
三
絕
句
」
を
詠
っ
て
草

堂
に
別
れ
を
告
げ
、
忠
州
刺
史
へ
と
移
る
。
元
和
十
五
年
、
四
十
九

歳
、
忠
州
で
の
感
傷
詩
に
「
我
身
」
が
あ
る
。

　

我
身

我
身0

何
所
似　

我
が
身
は
何
の
似
る
所
ぞ

似
彼
孤
生
蓬　

彼
の
孤
生
の
蓬
に
似
た
り

秋
霜
翦
根
斷　

秋
霜　

根
を
翦
り
て
断
ち

浩
浩
隨
長
風　

浩
浩
と
し
て
長
風
に
随
う

昔
游
秦
雍
間　

昔　

秦
雍
の
間
に
游
び

今
落
巴
蠻
中　

今　

巴
蠻
の
中
に
落
つ

昔
爲
意
氣
郎　

昔　

意
気
の
郎
と
為
り

今
作
寂
寥
翁　

今　

寂
寥
の
翁
と
作
る

外
貌
雖
寂
寞　

外
貌　

寂
寞
た
り
と
雖
も

中
懷
頗
沖
融　

中
懐　

頗
る
沖
融
た
り

賦
命
有
厚
薄　

命
を
賦
さ
る
る
は
厚
薄
有
れ
ば

委
心0

任
窮
通　

心
を
委
ね
て
窮
通
に
任
す

通
當
爲
大
鵬　

通
ず
れ
ば
当
に
大
鵬
と
為
っ
て

擧
翅
摩
蒼
穹　

翅
を
挙
げ
て
蒼
穹
を
摩
す
べ
し

窮
則
爲
鷦
鷯　

窮
す
れ
ば
則
ち
鷦
鷯
と
為
っ
て

一
枝
足
自
容　

一
枝　

自
ら
を
容
る
る
に
足
る

苟
知
此
道
者　

苟
も
此
の
道
を
知
る
者
は

身0

窮
心0

不
窮　

身
窮
し
て
も
心
は
窮
せ
ず

　

「
外
貌
雖
寂
寞
、
中
懷
頗
沖
融
」
で
あ
る
の
は
、「
賦
命
有
厚
薄
、

委
心
任
窮
通
」
だ
か
ら
だ
と
言
う
の
だ
が
、「
孤
生
蓬
」
の
ご
と
き

そ
の
身
に
中
央
復
帰
の
可
能
性
が
生
じ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
翌
元
和
十
五
年
、
白
居
易
は
期
待
通
り
に
中
央
に
復
帰
し
、

司
門
員
外
郎
と
な
る
。

⑱

⑲

⑳
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そ
の
二
年
後
、
長
慶
二
年
、
五
十
一
歳
の
と
き
に
白
居
易
は
杭
州

刺
史
に
出
る
。
杭
州
で
の
閑
適
詩
「
詠
懷
」
は
、
ま
ず
中
央
官
の
気

苦
労
と
対
比
し
て
、
地
方
官
の
気
楽
さ
を
詠
い
、
次
い
で
、
や
は
り

心
の
有
り
よ
う
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
終
わ
る
。
白
居
易
は
江
州
時

代
以
後
も
「
身
」
と
「
心
」
を
詠
う
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

人
生
百
年
內　

人
生　

百
年
の
内

疾
速
如
過
隙　

疾は

速や

き
こ
と
隙
を
過
ぐ
る
が
如
し

先
務
身0

安
閑　

先
ず
身
の
安
閑
な
る
に
務
め

次
要
心0

歡
適　

次
い
で
心
の
歓
適
な
る
を
要
す

事
有
得
而
失　

事
に
は
得
て
失
う
有
り

物
有
損
而
益　

物
に
は
損
じ
て
益
す
有
り

所
以
見
道
人　

所
以
に
見
道
の
人
は

觀
心
不
觀
跡　

心
を
観
て
跡
を
観
ず

　

最
後
に
、
太
和
八
年
、
六
十
三
歳
、
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽
に
分

司
し
て
い
た
時
の
作
「
風
雪
中
作
」
を
見
よ
う
。「
身
」
と
「
心
」

の
語
を
駆
使
し
て
晩
年
の
心
境
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
る
と
、

「
身
」
と
「
心
」
の
葛
藤
は
、
表
面
上
は
か
な
り
薄
れ
て
い
る
と
言

え
そ
う
だ
が
、
決
し
て
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

十一十四　
　

風
雪
中
作

歲
暮
風
動
地　

歳
暮　

風
は
地
を
動
か
し

夜
寒
雪
連
天　

夜
寒
く
し
て　

雪
は
天
に
連
な
れ
り

老
夫
何
處
宿　

老
夫
は
何
処
に
か
宿
る

暖
帳
溫
爐
前　

暖
帳　

温
炉
の
前

兩
重
褐
綺
衾　

両
重
の
褐
綺
の
衾

一
領
花
茸
氊　

一
領
の
花
茸じ

ょ
う

の
氈

　

吹
雪
の
夜
も
ぬ
く
ぬ
く
と
し
て
眠
る
。

粥
熟
呼
不
起　

粥
熟
し
て　

呼
び
て
起
き
ず

日
高
安
穩
眠　

日
高
く
し
て　

安
穏
と
し
て
眠
る

是
時
心0

與
身0　

是
の
時　

心
と
身
と

了
無
閑
事
牽　

了
と
し
て
閑
事
の
牽
く
無
し

　

日
が
な
一
日
、
身
も
心
も
の
ん
び
り
。

以
此
度
風
雪　

此
を
以
て
風
雪
を
度わ

た

り

閑
居
來
六
年　

閑
居
し
て
来

こ
の
か
た　

六
年
な
り

忽
思
遠
遊
客　

忽
ち
思
う　

遠
遊
の
客

復
想
早
朝
士　

復
た
想
う　

早
朝
の
士

㉑

㉒
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踏
凍
侵
夜
行　

凍こ
お
り

を
踏
ん
で　

夜
を
侵
し
て
行
き

凌
寒
未
明
起　

寒
さ
を
凌
い
で　

未
明
に
起
く

　

し
か
し
、
ふ
と
往
時
の
宦
遊
や
夜
明
け
前
か
ら
の
出
勤
を
思
い
出

し
て
、
自
ら
に
言
い
聞
か
す
。
官
に
在
れ
ば
身
は
情
況
に
甘
ん
じ
ざ

る
を
得
な
い
の
だ
か
ら
、
心
が
足
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
心
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
末
二
句
は
、
語
を
「
方
寸
」

と
「
形
骸
」
に
替
え
て
、
そ
の
意
を
詠
う
。

心0

爲
身0

君
父　

心
は
身
の
君
父
為
り

身0

爲
心0

臣
子　

身
は
心
の
臣
子
為
り

不
得
身0

自
由　

身
の
自
由
な
る
を
得
ず
ん
ば

皆
爲
心0

所
使　

皆　

心
の
使
う
所
と
為
る

我
心0

旣
知
足　

我
が
心　

既
に
足
る
を
知
れ
ば

我
身0

自
安
止　

我
が
身
も
自
ら
止
ま
る
に
安
ん
ず

方
寸

0

0

語
形
骸

0

0　

方こ
こ
ろ寸　

形か
ら
だ骸

に
語
る

吾
應
不
負
爾　

吾　

応
に
爾な

ん
じ

に
負そ
む

か
ざ
る
べ
し
と

　

老
い
と
い
う
一
種
の
停
滞
（
安
定
）
に
向
か
う
過
程
に
お
い
て
も
、

官
為
る
べ
き
自
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
白
居
易
の
内
面
の
葛
藤
は
、

薄
れ
こ
そ
す
れ
、
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江
州
左

降
当
時
、
白
居
易
は
自
ら
が
そ
の
後
三
十
年
も
存
え
る
こ
と
に
な
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
洛
陽
分
司
以
後
、
そ
の
最
晩
年

に
至
る
ま
で
、
し
き
り
に
身
と
心
を
詠
じ
て
、
閑
適
あ
る
い
は
吏
隠

の
喜
び
を
そ
こ
に
込
め
た
の
は
、
彼
に
と
っ
て
は
「
あ
き
ら
め
る
覚

悟
」
の
確
認
作
業
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
吏
隠
の
謳
歌
と

捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

唐
代
に
は
、
長
い
分
裂
と
不
安
定
な
時
代
が
終
わ
り
、
新
し
い
社

会
秩
序
が
確
立
さ
れ
た
。
特
に
寒
門
出
身
者
が
政
治
の
中
枢
に
関
わ

る
こ
と
が
多
く
な
る
中
唐
以
後
、
士
大
夫
た
ち
に
お
い
て
は
、
生
命

の
有
限
性
と
い
う
問
題
は
後
景
に
退
い
て
、
心
底
に
ひ
そ
か
に
沈
殿

し
、
折
に
触
れ
て
浮
か
び
上
が
る
体
の
も
の
と
な
り
、
こ
れ
に
代
わ

っ
て
最
大
の
問
題
と
し
て
彼
ら
の
面
前
に
あ
っ
た
の
は
、
現
実
の
社

会
に
お
い
て
士
大
夫
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
自
分
は
ど
う
す
べ
き

か
、
つ
ま
り
官
僚
と
し
て
の
自
ら
の
身
の
処
し
方
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
で
言
え
ば
、「
神
」
の
調
停
が
結
局

有
効
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
、「
影
」
の
言
う
と
こ
ろ
に
従
う
こ
と

に
、
自
ら
の
責
務
と
存
在
意
義
と
を
措
定
し
た
の
で
あ
る
。
元
和
十

三
年
、
四
十
七
歳
、
江
州
で
の
閑
適
詩
「
詠
懷
」
の
、
特
に
そ
の
末 ㉓
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八
句
は
、
そ
う
し
た
意
識
の
表
れ
と
し
て
読
め
る
だ
ろ
う
。

窮
通
不
由
己　

窮
通
は
己
れ
に
由
ら
ず

歡
戚
不
由
天　

歓
戚
は
天
に
由
ら
ず

命
卽
無
奈
何　

命
は
即
ち
奈
何
す
る
無
く
も

心0

可
使
泰
然　

心
は
泰
然
た
ら
し
む
可
し

且
務
由
己
者　

且
く
己
れ
に
由
る
者
に
務
め
ん

省
躬
諒
非
難　

躬
ら
を
省
み
る
は
諒
に
難
き
に
非
ず

勿
問
由
天
者　

天
に
由
る
者
を
問
う
勿
か
れ

天
高
難
與
言　

天
は
高
く
し
て
与
に
言
い
難
し

お　

わ　

り　

に

　

以
上
、
白
居
易
の
身
と
心
を
め
ぐ
っ
て
私
見
を
述
べ
て
き
た
が
、

中
唐
の
士
大
夫
た
ち
は
概
し
て
官
と
し
て
の
出
処
進
退
と
い
う
意
識

を
共
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
命
の
有
限
性
は
自
明

の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
官

為
る
べ
き
自
ら
の
在
り
方
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
吉
川

幸
次
郎
氏
が
韓
愈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
の
も
、
小
稿
の
言
う

と
こ
ろ
と
重
な
る
。

人
間
の
受
け
る
諸
種
の
限
定
、
死
は
そ
の
最
も
大
き
な
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
悲
し
み
を
、
も
は
や
あ
え
て
悲
し

み
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
悲
し
み
と
し
つ
つ
も
、

そ
れ
ら
は
従
来
の
詩
人
が
歌
う
に
ま
か
せ
た
の
で
あ
る
。
人
間

の
受
け
る
限
定
、
も
し
く
は
万
物
の
受
け
る
限
定
、
そ
れ
は
彼

に
と
っ
て
は
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
彼
自
身
の
悲
哀

の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

注
⑯
に
掲
げ
た
拙
稿
で
取
り
上
げ
た
韓
愈
「
復
志
賦
」
の
「
昔
余

之
約
吾
心
兮
、
誰
無
施
而
有
獲
（
昔　

余
の
吾
が
心
を
約
し
て
、
誰
か

施
す
無
く
し
て
獲
る
有
ら
ん
）」、
孟
郊
「
靖
安
寄
居
」
に
見
え
る
「
外

物
莫
相
誘
、
約
心
誓
從
初
（
外
物
相
誘
う
莫
か
れ
、
心
を
約
し
て
誓
っ
て

初
め
に
従
わ
ん
）」
も
、
そ
の
意
識
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
白
居
易
と

同
様
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
川
合
康
三
氏
が
、
生
命
の
有
限
性
を
嘆
ず
る
晋
の
羊
祜
の

「
峴
山
」
の
故
事
や
春
秋
斉
の
景
公
の
「
牛
山
」
の
故
事
を
取
り
上

げ
、
六
朝
期
に
は
そ
う
し
た
情
感
が
色
濃
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、

唐
代
に
入
る
と
、
…
…
羊
祜
や
そ
れ
に
続
く
六
朝
の
悲
傷
に
色

㉔

㉕
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濃
い
自
分
の
命
の
は
か
な
さ
を
嘆
く
心
情
は
薄
ら
い
で
い
る
。

…
…
唐
代
で
も
杜
甫
や
中
唐
の
文
学
者
に
な
る
と
羊
祜
の
故
事

を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
ま
れ
に
な
り
、
人
生
短
促
は
彼
ら
の
関

心
を
引
く
文
学
的
テ
ー
マ
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
宋
代
に
入

っ
て
、
…
…
卓
越
し
た
治
世
者
と
し
て
の
羊
祜
を
讃
え
る
こ
と

が
中
心
に
な
り
、
羊
祜
が
抱
い
た
人
生
の
悲
し
み
は
遠
の
い
て

い
く
。

と
言
う
の
は
、
中
唐
、
さ
ら
に
は
宋
代
の
士
大
夫
に
つ
い
て
考
え
る

に
際
し
て
示
唆
的
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。
あ

る
い
は
、
中
唐
の
士
大
夫
の
な
か
で
は
、
白
居
易
が
最
も
自
覚
的
だ

っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

で
は
宋
代
の
士
大
夫
た
ち
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
蘇
軾
を
は
じ
め

と
し
て
、
そ
の
多
く
が
小
稿
で
論
じ
た
白
居
易
の
精
神
の
在
り
方
を

継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
い
ま
筆
者
は
そ
れ
を
考

察
し
、
論
じ
る
に
足
る
能
力
と
材
料
を
持
た
な
い
。
た
だ
、
次
の
よ

う
に
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
白
居
易
も
陶
淵
明
も
農
を
基
盤
と
す
る

知
識
人
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
寒
門
ゆ
え
に
仕
官
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
断
ち
切
っ
て
農
と
し
て
生
き
た
陶
淵
明
に
対
し
て
、

白
居
易
は
羨
望
と
憧
憬
の
入
り
混
じ
っ
た
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
い
て

い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
二
人
の
人
生
の
在
り
よ
う
に
、
宋
代
の

士
大
夫
た
ち
が
意
識
的
に
で
あ
れ
、
無
意
識
的
に
で
あ
れ
、
共
鳴
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　

た
し
か
に
、
白
居
易
は
晩
年
に
至
る
ま
で
、
し
ば
し
ば
吏
隠
や
閑

適
の
よ
ろ
こ
び
を
詠
じ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
が
す
っ
か
り
納
ま

り
返
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
魯
迅
が
そ
の
講
演
「
魏
晉
風
度
及

文
章
與
藥
及
酒
之
關
係
」
を
締
め
く
く
る
に
当
た
っ
て
、
陶
淵
明
に

つ
い
て
語
っ
た
こ
と
ば
、

　

據
我
的
意
思
，
即
使
是
從
前
的
人
，
那
詩
文
完
全
超
于
政
治

的
所
謂
『
田
園
詩
人
』，『
山
林
詩
人
』，
是
沒
有
的
。
完
全
超

出
于
人
間
世
的
，
也
是
沒
有
的
。
既
然
是
超
出
于
世
，
則
當
然

連
詩
文
也
沒
有
。
詩
文
也
是
人
事
，
既
有
詩
，
就
可
以
知
道
于

世
事
未
能
忘
情
。
譬
如
墨
子
兼
愛
，
楊
子
爲
我
。
墨
子
當
然
要

著
書
；
楊
子
就
一
定
不
著
，
這
纔
是
『
爲
我
』。
因
爲
若
做
出

書
來
給
別
人
看
，
便
變
成
『
爲
人
』
了
。

に
我
々
は
思
い
を
致
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
な
に
も

陶
淵
明
に
限
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

㉖

㉗

㉘

㉙
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註①　

入
矢
義
高
「
生
と
死
─
─
水
と
氷
の
喩
え
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」（
岩

波
現
代
文
庫
『
増
補　

求
道
と
悦
楽
─
─
中
国
の
禅
と
詩
』、
二
〇
一

二
、
初
出
は
『
佛
敎
史
學
硏
究
』
23
巻
第
1
号
、
一
九
八
一
）
は
、
中

国
に
お
け
る
生
命
の
有
限
性
に
関
連
す
る
言
説
を
、
水
と
氷
の
喩
え
を

中
心
に
据
え
て
概
観
し
て
示
唆
に
富
む
。
小
稿
で
取
り
上
げ
る
陶
淵
明

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

②　

引
用
は
清
、
陶
澍
集
注
『
靖
節
先
生
集
』
に
拠
っ
た
。

③　

こ
の
こ
と
は
、
江
州
左
降
時
の
作
「
答
崔
侍
郎
錢
舍
人
書
問
因
繼
以

詩
（
崔
侍
郎
、
銭
舍
人
の
書
問
に
答
え
、
因
り
て
継
ぐ
に
詩
を
以
て

す
）」（
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳
、
閑
適
）
の
中
に
、

常
見
今
之
人　

常
に
見
る　

今
の
人

其
心
或
不
然　

其
の
心　

或
は
然
ら
ず

在
勞
則
念
息　

労
に
在
れ
ば
則
ち
息
う
を
念
い

處
靜
已
思
喧　

静
に
処
れ
ば
已
に
喧
を
思
う

如
是
用
身
心

0

0　

是
く
の
如
く
身
と
心
と
を
用
う
れ
ば

無
乃
自
傷
殘　

乃
ち
自
ら
を
傷
残
す
る
無
か
ら
ん
や

坐
輸
憂
惱
便　

坐
し
て
憂
悩
に
便
を
輸
し

安
得
形
神

0

0

全　

安
ん
ぞ
形
と
神
と
の
全
き
を
得
ん
や

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

④　

陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
は
、
慧
遠
の
「
形
尽
神
不
滅
論
」
や
「
仏
影

銘
」
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
三
つ
を
対
比
し
た
作

品
は
、
松
浦
友
久
『
陶
淵
明
・
白
居
易
論
─
─
抒
情
と
説
理
』
二
三
七

頁
（
松
浦
友
久
著
作
選
Ⅱ
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
）
に
言
う
よ
う
に
、

元
来
他
に
余
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
、
特
に
唐
詩
に
特
徴
的
で
あ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、「
神
」
で
は
な
く
、「
心
」
な
ら
三
者
が
登
場
す
る
例
は
わ

ず
か
だ
が
あ
る
。

獨
乘
雞
棲
車
、
自
覺
少
風
調
。
心
曲

0

0

語
形
影

0

0

、
祗
身
焉
足
樂
。

 

（
李
賀
「
春
歸
昌
谷
」）

形
影

0

0

暗
相
問
、
心0

默
對
以
言
。

 

（
白
居
易
「
夜
雨
有
念
」）

却
恐
吾
形
影

0

0

、
嫌
心0

與
口
違
。

 

（
齊
己
「
驚
秋
」）

⑤　

例
を
挙
げ
て
お
く
。

誰
言
形
影

0

0

親
、
燈
滅
影
去
身
。

 

（
孟
浩
然
「
贈
李
觀
」）

無
因
同
波
流
、
願
作
形0

與
影0

。

 

（
張
籍
「
懷
別
」）

晨
興
照
淸
鏡
、
形
影

0

0

兩
寂
寞
。

 

（
白
居
易
「
歎
老
三
首
」
其
一
）

⑥　

例
を
挙
げ
て
お
く
。

況
我
兄
弟
遠
、
一
身
形
影

0

0

單
。

 

（
元
稹
「
和
樂
天
別
弟
後
月
夜
作
」）

形
影

0

0

一
朝
別
、
煙
波
千
里
分
。

 

（
王
涯
「
閨
人
贈
遠
五
首
」
其
三
）
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⑦　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
お
く
。

盜
賊
縱
橫
甚
密
邇
、
形
神

0

0

寂
莫
甘
辛
苦
。

 

（
杜
甫
「
寄
柏
學
士
林
居
」）

旣
安
生
與
死
、
不
苦
形0

與
神0

。
所
以
多
壽
考
、
往
往
見
玄
孫
。

 

（
白
居
易
「
朱
陳
村
」）

蕭
條
風
煙
外
、
爽
朗
形
神

0

0

寂
。

 

（
李
渤
「
南
溪
詩
」）

⑧　

早
い
例
と
し
て
は
、
陳
子
昂
「
喜
遇
冀
侍
御
珪
崔
司
議
泰
之
二
使
」

の
序
に
、「
余
獨
坐
一
隅
、
孤
憤
五
蠹
、
雖
身0

在
江
海
、
而
心0

馳
魏

闕
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
身
」
と
「
心
」
は
宦
遊
に
在
る
者
が

都
を
思
い
や
る
と
い
う
習
見
の
表
現
で
あ
り
、
官
僚
と
し
て
の
生
き
方

に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑨　

こ
の
詩
は
呂
温
（
七
七
二
～
八
一
一
）
の
作
と
し
て
も
見
え
、
詩
題

を
「
題
從
叔
園
林
」
と
す
る
。
呂
温
に
も
沆
と
い
う
従
叔
が
い
た
が
、

岑
仲
勉
「
読
全
唐
詩
札
記
」（『
唐
人
行
第
録
』
所
収
）
が
李
端
と
交
遊

の
あ
っ
た
盧
綸
に
「
題
李
沆
林
園
」
が
あ
る
の
に
よ
っ
て
李
端
の
作
と

す
る
の
に
従
う
。

⑩　

白
居
易
の
「
身
」
と
「
心
」
の
表
現
が
見
え
る
の
は
、
実
に
六
十
七

首
に
及
ぶ
。
い
ま
、
そ
の
詩
題
と
制
作
年
を
煩
を
厭
わ
ず
列
挙
し
て
お

く
。左

拾
遺
・
京
兆
府
戸
曹
参
軍
ま
で

永
崇
里
觀
居
（
永
貞
元
年
、
三
十
四
歳
、
校
書
郎
、
長
安　

閑

適
）

贈
別
宣
上
人
（
元
和
三
年
至
五
年
、
長
安
、
翰
林
学
士　

雜
律

詩
）

寄
元
九
（
元
和
四
年
、
三
十
八
歳
、
左
拾
遺
、
長
安　

感
傷
）

醉
後
走
筆
酬
劉
五
主
薄
長
句
之
贈
兼
簡
張
大
賈
二
十
四
先
輩
昆
季

（
元
和
四
年
、
三
十
八
歳
、
左
拾
遺
、
長
安　

感
傷
）

新
樂
府　

杏
爲
梁
（
元
和
四
年
、
三
十
八
歳
、
左
拾
遺
、
長
安　

諷
喩
）

和
答
詩
十
首　

和
思
歸
樂
（
元
和
五
年
、
三
十
九
歳
、
左
拾
遺
、

長
安　

諷
喩
）

和
答
詩
十
首　

和
古
社
（
元
和
五
年
、
三
十
九
歳
、
左
拾
遺
、
長

安　

諷
喩
）

秋
山
（
元
和
五
年
至
六
年　

閑
適
）

隱
几
（
元
和
五
年
、
三
十
九
歳
、
下
邽
（
五
年
末
長
安
で
の
作

か
？
）　

閑
適
）

續
古
詩
十
首
其
八
（
元
和
六
年
至
九
年
、
長
安
（
下
邽
）　

諷
喩
）

下
邽
退
居

閑
居
（
元
和
六
年
、
四
十
歳
、
下
邽　

閑
適
）

首
夏
病
間
（
元
和
六
年
、
四
十
歳
、
下
邽　

閑
適
）

白
髮
（
元
和
六
年
、
四
十
歳
、
下
邽　

感
傷
）

自
覺
二
首
其
二
（
元
和
六
年
、
四
十
歳
、
下
邽　

感
傷
）

遣
懷
（
寓
心
身
體
中
）（
元
和
六
至
九
年
、
四
十
至
四
十
三
歳
、

下
邽　

閑
適
）

觀
稼
（
元
和
七
年
、
四
十
一
歳
、
下
邽　

閑
適
）
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效
陶
潛
體
詩
十
六
首
其
五
（
元
和
八
年
、
四
十
二
歳
、
下
邽　

閑

適
）

冬
夜
（
元
和
九
年
、
四
十
三
歳
、
下
邽　

閑
適
）

遊
悟
眞
寺
詩
一
百
三
十
韻
（
元
和
九
年
、
四
十
三
歳
、
籃
田
（
下

邽
）　

閑
適
）

答
友
問
（
元
和
九
年
、
四
十
三
歳
、
下
邽　

雜
律
詩
）

太
子
左
賛
善
大
夫

苦
熱
題
恆
寂
師
禪
室
（
元
和
十
年
、
四
十
四
歳
、
長
安　

雜
律

詩
）

江
州
司
馬

約
心
（
元
和
十
一
年
、
四
十
五
歳　

閑
適
）

詠
意
（
元
和
十
一
至
十
二
年
、
四
十
五
至
四
十
六
歳　

閑
適
）

答
崔
侍
郎
錢
舍
人
書
問
因
繼
以
詩
（
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳　

閑
適
）

首
夏
（
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳　

感
傷
）

重
題
其
三
（
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳　

雑
律
詩
）

贈
韋
鍊
師
（
元
和
十
二
年
、
四
十
六
歳　

雑
律
詩
）

對
酒
示
行
簡
（
元
和
十
三
年
、
四
十
七
歳　

閑
適
）

詠
懷
（
元
和
十
三
年
、
四
十
七
歳　

閑
適
）

遣
懷
（
元
和
十
三
年
、
四
十
七
歳　

雑
律
詩
）

答
元
八
郎
中
楊
十
二
博
士
（
元
和
十
三
年
、
四
十
七
歳　

雑
律

詩
）

別
草
堂
三
絕
句
其
二
（
元
和
十
四
年
、
四
十
八
歳　

雜
律
詩
）

忠
州
刺
史

郡
齋
暇
日
憶
廬
山
草
堂
兼
寄
二
林
僧
社
三
十
韻
多
敍
貶
官
已
來
出

處
之
意
（
元
和
十
四
年
、
四
十
八
歳　

雜
律
詩
）

我
身
（
元
和
十
五
年
、
四
十
九
歳　

感
傷
）

杭
州
刺
史

過
駱
山
人
野
居
小
池
（
長
慶
二
年
、
五
十
一
歳
、
自
長
安
至
杭
州

路
上
作　

閑
適
）

詠
懷
（
長
慶
二
年
、
五
十
一
歳　

閑
適
）

北
院
（
長
慶
四
年
、
五
十
三
歳　

格
詩
）

蘇
州
刺
史

百
日
假
滿
（
宝
暦
二
年
、
五
十
五
歳　

律
詩
）

秘
書
監
・
刑
部
侍
郎

閑
出
（
大
和
二
年
、
五
十
七
歳
、
刑
部
侍
郎
、
長
安　

律
詩
）

齋
月
靜
居
（
大
和
二
年
、
五
十
七
歳
、
刑
部
侍
郎
、
長
安　

律

詩
）

太
子
賓
客
分
司

授
太
子
賓
客
歸
洛
（
大
和
三
年
、
五
十
八
歳　

格
詩
）

秋
池
二
首
其
一
（
大
和
三
年
、
五
十
八
歳　

格
詩
）

問
秋
光
（
大
和
三
年
、
五
十
八
歳　

格
詩
）

秋
遊
平
泉
贈
韋
處
士
閑
禪
師
（
大
和
四
年
、
五
十
九
歳　

格
詩
）

勉
閑
遊
（
大
和
四
年
、
五
十
九
歳　

律
詩
）

河
南
尹

吾
土
（
大
和
五
年
、
六
十
歳　

律
詩
）
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聽
幽
蘭
（
大
和
六
年
、
六
十
一
歳　

律
詩
）

太
子
賓
客
・
少
傅
分
司

詠
興
五
首
其
二　

出
府
歸
吾
廬
（
大
和
七
年
、
六
十
二
歳
、
罷
河

南
尹
再
任
太
子
賓
客　

格
詩
）

詠
興
五
首
其
三　

池
上
有
小
舟
（
大
和
七
年
、
六
十
二
歳
、
罷
河

南
尹
再
任
太
子
賓
客　

格
詩
）

睡
覺
偶
吟
（
大
和
七
年
、
六
十
二
歳
、
太
子
賓
客　

律
詩
）

池
上
閑
吟
二
首
其
二
（
大
和
八
年
、
六
十
三
歳
、
太
子
賓
客　

律

詩
）

早
服
雲
母
散
（
大
和
八
年
、
六
十
三
歳
、
太
子
賓
客　

律
詩
）

奉
酬
侍
中
夏
中
雨
後
遊
城
南
莊
見
示
八
韻
（
大
和
八
年
、
六
十
三

歳
、
太
子
賓
客　

律
詩
）

風
雪
中
作
（
大
和
八
年
、
六
十
三
歳
、
太
子
賓
客　

格
詩
）

途
中
作
（
大
和
九
年
、
六
十
四
歳
、
太
子
賓
客
、
自
長
安
帰
洛
陽

途
上
作　

格
詩
）

旱
熱
二
首
其
一
（
大
和
九
年
、
六
十
四
歳
、
太
子
賓
客　

格
詩
）

卽
事
重
題
（
大
和
九
年
、
六
十
四
歳
、
太
子
少
傅　

律
詩
）

詠
懷
（
大
和
九
年
、
六
十
四
歳
、
太
子
少
傅　

律
詩
）

三
適
贈
道
友
（
開
成
二
年
、
六
十
六
歳
、
太
子
少
傅　

格
詩
）

狂
言
示
諸
姪
（
開
成
二
年
、
六
十
六
歳
、
太
子
少
傅　

格
詩
）

病
中
詩
十
五
首　

病
中
五
絕
其
四
（
開
成
四
年
、
六
十
八
歳
、
太

子
少
傅　

律
詩
）

自
戲
三
絕
句
（
開
成
五
年
、
六
十
九
歳
、
太
子
少
傅　

律
詩
）

致
仕
（
在
洛
陽
）

開
龍
門
八
節
石
灘
詩
二
首
其
二
（
会
昌
四
年
、
七
十
三
歳　

律

詩
）

偶
作
寄
朗
之
（
会
昌
二
年
至
会
昌
四
年
、
七
十
一
歳
至
七
十
三
歳
、

律
詩
）

自
問
此
心
呈
諸
老
伴
（
会
昌
六
年
、
七
十
五
歳　

律
詩
）

⑪　

も
ち
ろ
ん
白
居
易
も
、

古
來
如
此
非
獨
我　

古
来　

此
く
の
如
き
は　

独
り
我
の
み
に
非

ず

未
死
有
酒
且
高
歌　

未
だ
死
せ
ず
し
て
酒
有
れ
ば　

且
く
高
歌
せ

ん

 

（「
浩
歌
行
」
元
和
十
三
年　

四
十
七
歳　

江
州　

感
傷
）

把
酒
仰
問
天　

酒
を
把
り
て
仰
ぎ
て
天
に
問
う

古
今
誰
不
死　

古
今　

誰
か
死
せ
ざ
る

所
貴
未
死
間　

貴
ぶ
所
は　

未
だ
死
せ
ざ
る
間

少
憂
多
歡
喜　

憂
い
少
な
く
歓
喜
多
き
こ
と

 

（「
把
酒
」
大
和
七
年
（
八
三
三
）　

六
十
二
歳　

洛
陽
）

　
　

の
よ
う
に
、
淵
明
の
「
形
」
が
詠
嘆
し
た
の
と
同
様
に
、
生
命
の
有

限
性
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
る
し
、

我
無
奈
命
何　

我
は
命
を
奈
何
と
も
す
る
無
け
れ
ば

委
順
以
待
終　

委
順
し
て
以
て
終
わ
る
を
待
た
ん

命
無
奈
我
何　

命
は
我
を
奈
何
と
も
す
る
無
け
れ
ば

方
寸
如
虛
空　

方
寸　

虚
空
の
如
し
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（「
達
理
二
首
」
其
一　

元
和
十
三
年　

四
十
七
歳　

江
州　

閑

適
）

　
　

の
よ
う
に
、「
神
」
と
同
様
の
方
向
で
精
神
の
均
衡
を
保
と
う
と
す

る
こ
と
は
あ
る
。

⑫　
「
白
居
易
の
閑
適
詩
に
つ
い
て
─
─
下
邽
退
居
時
─
─
」（『
古
田
教

授
退
官
記
念　

中
国
文
学
語
学
論
集
』、
一
九
八
五
、
東
方
書
店
）

⑬　

家
貧
親
愛
散
、
身
病
交
遊
罷
。
眼
前
無
一
人
、
獨
掩
村
齋
卧
。
冷
落

燈
火
暗
、
離
披
簾
幕
破
。
策
策
窗
戶
前
、
又
聞
新
雪
下
。
長
年
漸
省
睡
、

夜
半
起
端
坐
。
不
學
坐
忘
心
、
寂
莫
安
可
過
。
兀
然
身
寄
世
、
浩
然
心

委
化
。
如
此
來
四
年
、
一
千
三
百
夜
。

⑭　

我
生
來
幾
時
、
萬
有
四
千
日
。
自
省
於
其
間
、
非
憂
卽
有
疾
。
老
去

慮
漸
息
、
年
來
病
初
愈
。
忽
喜
身
與
心
、
泰
然
兩
無
苦
。
況
茲
孟
夏
月
、

淸
和
好
時
節
。
微
風
吹
裌
衣
、
不
寒
復
不
熱
。
移
榻
樹
陰
下
、
竟
日
何

所
爲
。
或
飮
一
甌
茗
、
或
吟
兩
句
詩
。
內
無
憂
患
迫
、
外
無
職
役
羈
。

此
日
不
自
適
、
何
時
是
適
時
。

⑮　
「
裴
相
國
」
と
は
裴
垍
の
こ
と
。
元
和
三
年
に
宰
相
と
な
り
、
六
年

に
卒
し
て
い
る
。
以
下
に
詩
の
全
文
を
引
い
て
お
く
。

空
復
一
盞
粥
、
飢
食
有
餘
味
。
南
簷
半
牀
日
、
暖
卧
因
成
睡
。
綿

袍
擁
兩
膝
、
竹
几
支
雙
臂
。
從
旦
直
至
昏
、
身
心
一
無
事
。
心
足

卽
爲
富
、
身
閑
乃
當
貴
。
富
貴
在
此
中
、
何
必
居
高
位
。
君
看
裴

相
國
、
金
紫
光
照
地
。
心
苦
頭
盡
白
、
纔
年
四
十
四
。
乃
知
高
蓋

車
、
乘
者
多
憂
畏
。

⑯　
「
約
＋
心
」
と
「
介
詞
＋
心
＋
約
」
の
語
義
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「「
約
心
」
と
い
う
こ
と
」（『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
六
号
、

二
〇
〇
六
、
の
ち
に
『
宋
詞
と
言
葉
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
）
所

収
）
で
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、「
介
詞
＋
目
的
語
＋
約
」
の
例
を
補
っ

て
お
く
。

已
共0

崔
君
約0

、
樽
前
倒
卽
休
。

 

（
白
居
易
「
六
年
冬
暮
贈
崔
常
侍
晦
叔
」）

誚
盧
勘
與0

予
數
約

0

0

遊
三
寺
、
勘
獨
沈
醉
而
不
行
。

 

（
元
稹
詩
題
）

如
今
暗
與0

心
相
約

0

0

、
不
動
征
旗
動
酒
旗
。

 

（
高
駢
「
寫
懷
二
首
」
其
二
）

⑰　

同
じ
年
の
作
「
首
夏
」（
感
傷
）
に
も
「
不
如
放
身
心

0

0

、
冥
然
任
天

造
」
と
言
い
な
が
ら
、「
何
必
歸
故
鄕
、
茲
焉
可
終
老
」
と
官
に
後
ろ

髪
を
引
か
れ
て
い
る
。

⑱　
「
已
共
身
心
要
約
定
」
の
句
は
、
李
德
裕
「
賜
李
石
詔
意
」（『
會
昌

一
品
集
』
巻
七
）
に
「
卿
與
其
要
約

0

0

0

0

、
令
面
縳
來
降
、
卿
卽
馳
至
界
首
、

親
自
受
納
、
苟
不
如
此
、
且
須
進
軍
、
必
不
得
因
此
遷
延
」
と
あ
る
の

を
参
考
に
し
て
、「
已
に
身
心
と
共
に
要
約
定
ま
れ
り
」
と
も
読
め
そ

う
で
あ
る
。「
要
約
」
は
「
盟
約
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

白
居
易
の
散
文
に
も
見
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
句
は
さ
ら
に
断
定
の

調
子
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

⑲　

白
居
易
の
四
分
類
は
江
州
時
代
に
元
稹
に
充
て
た
「
與
元
九
書
」

（
元
和
十
年
）
で
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
内
の
諷
喩
と
閑
適
は
、
い
ず
れ

も
白
居
易
の
士
大
夫
と
し
て
の
内
省
を
経
た
作
品
群
で
あ
り
、
諷
喩
の
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ベ
ク
ト
ル
は
外
に
向
か
う
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
・
社
会
批
判
で
は
な

く
、
一
見
元
稹
と
の
友
情
を
詠
う
と
見
え
る
よ
う
な
詩
も
含
ま
れ
る
で

あ
ろ
う
。
一
方
閑
適
の
そ
れ
は
内
に
向
か
う
。
両
者
の
違
い
は
そ
こ
に

在
る
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
独
善
は
常
に
存
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
兼
済
は
独
善
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
両
者
は
不
可
分
な
の
で
あ
る
。

　
　

自
ら
の
詩
に
「
諷
喩
」
と
い
う
範
疇
を
措
定
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
江

州
時
代
の
白
居
易
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
営
為
に
対
す
る
矜
持
の
表

れ
で
あ
り
、
兼
済
を
標
榜
す
る
士
大
夫
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
以
後
、
自
ら
の
詠
ず
る
詩
が
「
閑
適
」
に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
、
左
降
間
も
な
い
白
居
易
に
は
特
に
強
く

自
覚
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
爾
後
自
ら
甘
ん
じ
て
吏

隠
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
を
覚
悟
し
、
そ
れ
を
決
然
と
表
明
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
服
喪
→
官
界
復
帰
→
左
降
と
い
う
境
遇
の
急
展
開

に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
、
精
神
の
昂
揚
状
態
の
中
で
の
思
索
の
結
果
で
あ

っ
た
が
、
小
稿
の
冒
頭
に
言
う
「
あ
き
ら
め
る
覚
悟
」
に
裏
付
け
ら
れ

た
も
の
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

⑳　

三
首
の
原
文
を
引
い
て
お
く
。
其
の
二
で
も
「
身
」
と
「
心
」
を
使

っ
て
い
る
。

正
聽
山
鳥
向
陽
眠
、
黃
紙
除
書
落
枕
前
。
爲
感
君
恩
須
暫
起
、
鑪

峯
不
擬
住
多
年
。

久
眠
褐
被
爲
居
士
、
忽
掛
緋
袍
作
使
君
。
身0

出
草
堂
心0

不
出
、
廬

山
未
要
動
移
文
。

三
間
茅
舍
向
山
開
、
一
帶
山
泉
遶
舍
迴
。
山
色
泉
聲
莫
惆
悵
、
三

年
官
滿
却
歸
來
。

㉑　

昔
爲
鳳
閤
郎
、
今
爲
二
千
石
、
自
覺
不
如
今
、
人
言
不
如
昔
、
昔
雖

居
近
密
、
終
日
多
憂
惕
、
有
詩
不
敢
吟
、
有
酒
不
敢
喫
、
今
雖
在
疏
遠
、

竟
歲
無
牽
役
、
飽
食
坐
終
朝
、
長
歌
醉
通
夕
（
昔　

鳳
閤
の
郎
と
為
り
、

今　

二
千
石
と
為
る
。
自
ら
は
覚
ゆ　

今
に
如
か
ず
と
、
人
は
言
う　

昔
に
如
か
ず
と
。
昔　

近
密
に
居
る
と
雖
も
、
終
日　

憂
惕
多
し
。
詩

有
る
も
敢
え
て
吟
ぜ
ず
、
酒
有
る
も
敢
え
て
喫く

ら
わ
ず
。
今　

疏
遠
に

在
る
と
雖
も
、
竟
歳　

牽
役
無
し
。
飽
食
し
て
坐
す
こ
と
終
朝
、
長
歌

し
て
酔
う
こ
と
通
夕
た
り
）

㉒　

注
⑩
参
照
。

㉓　

白
居
易
は
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽
に
分
司
し
た
と
き
、「
中
隱
」
と

題
す
る
詩
を
作
り
、

大
隱
住
朝
市
、
小
隱
入
丘
樊
。
丘
樊
太
冷
落
、
朝
市
太
囂
諠
。
不

如
作
中
隱
、
隱
在
留
司
官
。

　

と
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
「
中
隠
」
は
吏
隠
と
言
い
換
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

㉔　

全
文
を
引
い
て
お
く
。

冉
求
與
顏
淵
、
卞
和
與
馬
遷
。
或
罹
天
六
極
、
或
被
人
刑
殘
。
顧

我
信
爲
幸
、
百
骸
且
完
全
。
五
十
不
爲
夭
、
吾
今
欠
數
年
。
知
分

心
自
足
、
委
順
身
常
安
。
故
雖
窮
退
日
、
而
無
戚
戚
顏
。
昔
有
榮

先
生
、
從
事
於
其
間
。
今
我
不
量
力
、
擧
心
欲
攀
援
。
窮
通
不
由

己
、
歡
戚
不
由
天
。
命
卽
無
奈
何
、
心
可
使
泰
然
。
且
務
由
己
者
、

省
躬
諒
非
難
。
勿
問
由
天
者
、
天
高
難
與
言
。
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な
お
、
同
じ
年
の
七
月
、
白
居
易
は
「
江
州
司
馬
廳
記
」
を
書
き
、

そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

若
有
人
畜
器
貯
用
、
急
於
兼
濟
者
居
之
、
雖
一
日
不
樂
、
若
有
人

養
志
忘
名
、
安
於
獨
善
者
處
之
、
雖
終
身
無
悶
、
官
不
官
繫
乎
時

也
、
適
不
適
在
乎
人
也

　

（
若
し
人
の
器
を
畜
え
用
を
貯
め
て
、
兼
済
に
急
な
る
者
こ
こ
に

居
る
有
れ
ば
、
一
日
と
雖
も
楽
し
ま
ざ
ら
ん
。
若
し
人
の
志
を
養

い
名
を
忘
れ
て
、
独
善
に
安
ん
ず
る
者
こ
こ
に
処
る
有
れ
ば
、
終

身
と
雖
も
悶
え
無
か
ら
ん
。
官
た
る
と
官
た
ら
ざ
る
と
は
時
に
繫か

か
る
。
適
な
る
と
適
な
ら
ざ
る
と
は
人
に
在
り
）

　
　

こ
の
「
官
不
官
繫
乎
時
也
、
適
不
適
在
乎
人
也
」
も
同
様
に
解
せ
る

だ
ろ
う
。

㉕　

清
水
茂
『
韓
愈
』（
中
国
詩
人
選
集
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

五
八
）
へ
の
跋
。

㉖　
「
優
美
な
る
悲
傷
─
─
六
朝
文
学
の
特
質
」（『
漢
文
教
室
』
第
一
八

七
号
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）、
引
用
は
『
中
国
古
典
文

学
彷
徨
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
る
。

㉗　

い
ま
管
見
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
南
宋
、
周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
九

「
形
影
身
心
詩
」
が
、
陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
三
首
と
こ
れ
を
踏
ま
え

た
蘇
軾
の
「
問
淵
明
」
詩
、
さ
ら
に
白
居
易
の
「
自
戯
三
絶
句
」
と
蘇

軾
の
「
劉
景
文
家
蔵
楽
天
身
心
問
答
三
首
戲
書
一
絶
其
後
」
詩
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
南
宋
の
李
綱
に
「
次
韻
和
淵
明
形
影
神
三

首
」、
同
じ
く
吳
芾
に
「
和
陶
形
贈
影
」
と
「
和
陶
神
釈
」
が
あ
る
こ

と
く
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宋
人
が
陶
淵
明
の
「
形
影
神
」
を
直
接

踏
ま
え
た
作
品
は
、
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

㉘　

中
唐
士
大
夫
と
農
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
信
一
郎
『
中
国
古
代

社
会
論
』
第
六
章
「
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
農
業
構
造
の
発
展
と
下
級

官
人
層
─
─
白
居
易
の
慙
愧
」（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
）
を
参
照
。

　
　

な
お
、
こ
う
し
た
思
い
は
白
居
易
に
限
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
韓
愈
「
送
李
愿
歸
盤
谷
序
」
に
は
、
盤
谷
に
隠
棲
す
る
李

愿
の
こ
と
ば
を
記
し
て
、「
人
之
稱
大
丈
夫
者
、
我
知
之
矣
、
…
…
吾

非
惡
此
而
逃
之
、
是
有
命
焉
、
不
可
幸
而
致
也
、
窮
居
而
野
處
、
升
高

而
望
遠
、
坐
茂
樹
以
終
日
、
濯
淸
泉
以
自
潔
、
採
於
山
、
美
可
茹
、
釣

於
水
、
鮮
可
食
、
起
居
無
時
、
惟
適
之
安
、
與
其
有
樂
於
身0

、
孰
若
無

憂
於
其
心0

（
人
の
大
丈
夫
と
称
せ
ら
る
る
者
は
、
我
こ
れ
を
知
れ
り
。

…
…
吾
は
此
れ
を
悪
ん
で
逃
る
る
に
非
ず
、
是
れ
命
有
れ
ば
、
幸
い
に

し
て
致
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
窮
居
し
て
野
に
処
り
、
高
き
に
升
っ
て

遠
き
を
望
み
、
茂
樹
に
坐
し
て
以
て
日
を
終
え
、
清
泉
に
濯
い
て
以
て

自
ら
を
潔き
よ

う
す
。
山
に
採
れ
ば
、
美
を
茹
ら
う
可
く
、
水
に
釣
す
れ
ば
、

鮮
を
食
う
可
く
、
起
居
に
時
無
く
、
惟
だ
適
に
こ
れ
安
ん
ず
。
そ
の
身

に
楽
し
み
有
ら
ん
よ
り
は
、
そ
の
心
に
憂
い
無
き
に
孰
若
ぞ
）」
と
あ

る
。
韓
愈
は
「
聞
其
言
而
壯
之
」
と
言
う
が
、
李
愿
の
よ
う
に
隠
棲
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
韓
愈
の
内
心
に
は
多
少
な
り
と
も
李

愿
に
対
し
て
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

㉙　
『
而
已
集
』
所
収
。
引
用
は
「
魯
迅
全
集
」（
魯
迅
全
集
出
版
社
、
一

九
四
六
年
一
〇
月
（
一
九
三
八
年
六
月
初
版
））
第
三
巻
に
拠
っ
た
。
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附
記

　
　

小
稿
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
二
十
三
日
、
京
都
大
学
中
国
文
学
会
第

三
十
一
回
例
会
で
の
口
頭
発
表
「
身
と
心
─
─
白
居
易
の
「
自
戯
三
絶

句
」
を
め
ぐ
っ
て
考
え
た
こ
と
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
数
々
の
有
益
な
質
問
と
意
見
と
を
出
席
の
方
々
か
ら
頂
戴
し
た
。

ま
ず
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　

注
⑯
に
掲
げ
た
拙
論
「
約
心
と
い
う
こ
と
」
を
書
い
た
の
は
ち
ょ
う

ど
十
年
前
で
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
ま
と
め
る
た
め
の
準
備

の
一
環
と
し
て
、「
約
心
」
の
語
義
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
諸
事
情
ゆ
え
に
考
え
を
ま
と
め
る
機

会
を
失
っ
て
い
た
。
い
ま
、
曲
が
り
な
り
に
も
所
期
の
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
例
会
担
当
の
楊
維
公
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
京

都
大
学
の
大
学
院
生
諸
氏
の
慫
慂
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。
こ
れ
も
記

し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。




